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平成26年９月橋本市議会定例会会議録（第２号）その７ 

平成26年９月８日（月） 

                                           

                                        

（午後３時30分 再開） 

○議長（石橋英和君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番６、５番 森下君。 

〔５番（森下伸吾君）登壇〕 

○５番（森下伸吾君）ただ今議長のお許しを

いただきましたので、通告に従い、一般質問

を行わせていただきます。 

 今回の一般質問、１項目めとしまして、道

路の危険箇所などの情報を民間業者から通報

してもらえる体制についてお聞きいたします。 

 既存の道路の危険箇所や損傷箇所について

は、現在、市当局による道路パトロールや住

民からの通報によって対応されていると思い

ます。しかし、今後ますます道路の損傷が増

えてくる中、市当局の人員だけでは対応でき

なくなると考えられます。 

 そこで、毎日配達を行っている日本郵便の

社員や新聞配達店、デイサービスなどで毎日

介護者を送迎している介護施設関係者と提携

を結び、道路の損傷箇所を発見し、通報して

もらうことで、早期発見、早期復旧をめざす

体制づくりをすることは有効な手段だと考え

られます。市民や市内の道路を利用する方を

交通事故から守り、安心・安全で快適な道路

環境の向上を目的とするため、民間業者から

道路の損傷等危険箇所の情報提供の体制づく

りを検討し、実施していくべきだと考えます

が、当局の見解を伺います。 

 次に、２項目めになります。地域活性化に

「地域おこし協力隊」で人材募集についてお

尋ねいたします。 

 総務省が進める地域おこし協力隊支援事業

は、人口減少や高齢化等の進行が著しい地方

において、地域外の人材を積極的に誘致し、

その定住・定着を図ることで意欲ある都市住

民のニーズに応えながら、地域力の維持強化

を図っていくことを目的とする取り組みです。 

 具体的には、各自治体が隊員を募集し、都

市住民を受け入れ、委嘱します。隊員が行う

地域協力活動は多岐にわたり、地域ブランド

や地場産品の開発、販売、農林水産業への従

事者、住民の見守りサービスなどの生活支援、

道路等の清掃などの環境保全活動などがあり、

地域の実情に応じ、地方自治体が自主的な判

断で協力活動を決定できるとなっています。

また、委嘱された隊員はその地域に住民票を

移すため、定住・定着にもつながっていきま

す。 

 地方自治体は、隊員１人につき１年間で報

酬などとして上限200万円まで、活動費として

上限200万円まで、合計上限400万円を国から

特別交付税として財政支援を受けます。期間

は１年以上、最長３年となっています。 

 2009年度の開始以来、2013年度には全国で

隊員が978人、318の自治体が受け入れていま

す。都市部から定住・定着の手段としても有

効であり、かつ地域活性化につながる地域お

こし協力隊を本市でも研究し、積極的に実施

していくべきだと考えますが、当局の見解を

伺います。 

 以上のことをお聞きしまして、私の第１回

目の質問といたします。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君の質問項

目１、道路の危険箇所などの情報を民間業者

から通報してもらえる体制を、との質問に対

する答弁を求めます。 
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 建設部長。 

〔建設部長（塙阪 隆君）登壇〕 

○建設部長（塙阪 隆君）「道路の危険箇所な

どの情報を民間業者から通報してもらえる体

制を」についてお答えします。 

 議員おただしのとおり、市担当職員だけで

の対応では限界があり、民間からの通報体制

として、現在、都市整備課のホームページに

通報のお願いを掲載し、ご協力の依頼をして

います。 

 また、市民サービスの向上と、より安全で

快適なまちづくりを目的として、平成12年度

から橋本郵便局と市民生活ポストネット事業

について協定を締結し、平成25年度からは、

橋本市内郵便局代表者さまと市民生活情報提

供に関する協定を締結しています。 

 この事業で、市民生活にかかわる危険箇所

の情報提供や、地域住民の見守り活動等の通

報体制をとっています。 

 また、地元区長を通じて道路情報が寄せら

れる場合も多く、これらの情報をもとに、道

路を利用される方々の安全を確保するため、

速やかに対処してまいりますので、ご理解を

お願いします。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君、再質問

ありますか。 

 ５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ご答弁ありがとうござ

います。 

 もう既に市内の郵便局とは協定を結ばれて

いるということでありまして、だいたい１年

間に、郵便局から通報があるということであ

れば、何件くらい今まであったのか、その辺

の件数がわかれば教えていただければと思い

ます。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）郵便局とのポスト

ネット事業でございますけども、窓口は秘書

広報課のほうになります。報告案件がありま

すと、秘書広報課に通報されるということに

なっております。現在までには１件もござい

ません。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 これ、たしか平成12年度からということで

ありまして、もう十何年とたっておりますが、

まだ１件もないということでありますので、

あまりこう、どうなんでしょう、郵便局の方

との周知といいますか、配達されている方に

なかなか伝わっていないということがあるの

かなというふうにも感じるんですが、なぜ少

ないか、ないかということも考えますと、だ

いたい運転されている、配達されている方と

いうのは、バイクで配達をされたりというふ

うに思います。そうなりますと、だいたいい

つも通い慣れてるといいますか、配達し慣れ

ている道を走っておりますので、たとえそこ

に危険な箇所があったとしても、配達するこ

とがまず目的でありますので、あったとして

も、そこは自分が危険でないと思えば通り過

ぎてしまうんじゃないかなと。それだけの運

転技術が高い方が運転しているのもあるんじ

ゃないかなというふうにも思います。 

 ですので、やはり実際にそこを通っている

方が危険かどうかというのも、自分だけが運

転するのではなしに、人を乗せているような

仕事をしている方、例えばタクシーの会社と

か、あとはここにも書きましたけども、介護

車を運転している介護タクシーの方とか、そ

ういう方でしたら人を乗せて運転をしており

ますので、特に道の状況とか、そういったと

ころには注意を払っていつも運転をされてい

るということもありますので、この市民生活

情報提供に関する協定、私も見せていただき

ました。そこの最初の部分に、「市民サービス

の向上とより安全で快適なまちづくりの共通
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の目的として、市民の生活にかかわる危険箇

所の情報提供や地域住民の見守りの活動を」

ということも書かれておりますので、この点

も踏まえて、やはり郵便局に対してこのよう

な締結をされて、協定をされておるというこ

とでしたら、もう少しその範囲を広げていた

だいて、タクシー会社とか、そういった介護

施設のところまで広げていただくということ

を考えられないのかということなんですが、

その点、いかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（塙阪 隆君）道路のそういう危

険箇所ということでお話をさせていただきま

すと、現状につきましては、やはり地元区、

それから一般の住民の方からの情報というの

が大半を占めております。先ほども申しまし

たけども、市のホームページ等でもそういっ

たことを呼びかけておりますので、そういっ

た部分も一定の効果を上げているのかなとい

うふうには考えております。 

 ただ、そういった情報提供をいただくとい

うことなんですけども、まだまだそういった

ことについてご存じない方もいらっしゃいま

すし、また、よりいただくために、今後につ

いては今まで同様、地元区それから一般の住

民の方への情報提供をしていただくための広

報といいますか、そういった活動について強

化をしていきたいなというふうに考えており

ます。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 そうですね。やはり道路、私もこの項目で

道路の危険箇所という形では書かせていただ

いたんですけども、この協定書を見せていた

だきますと、生活情報の受け付けの内容を見

ますと、道路の危険箇所はもちろんなんです

けども、そのほか、ごみの不法投棄とか公園

の遊具の状態であるとか、あとは公共施設、

樹木のそういった倒れているとかいうことも

ありまして、道路だけでなしに、それ以外の

不法投棄なども含まれているということで、

ですので、やはりこれは秘書広報課になった

のかなというふうにも思います。 

 ですので、道路以外のことでも、こういっ

たことがやはり懸念されるということもあり

ますので、今、この提携していただいている

部分、道路だけじゃなしに、それ以外の部分

も広げていただくという意味で、タクシー、

その辺、ことも広げていただけるという余地

はないかと思うんですが、その辺いかがでし

ょうか。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）現在は通報という

ことで、内容につきましては、高齢者の見守

りから孤独死等の問題等々、これらも十分そ

の情報提供の範囲の中に入ってきておりまし

て、より多くの情報をいただくという観点か

ら、やはり郵便局だけではなしに新聞配達者

ですとか、先ほど議員もおっしゃられました

タクシーの運転手とか、いろんな幅広い職種

の方から情報をいただくというのも最善の方

法だと思いますので、検討してまいりたいと

思います。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 この質問を私もさせていただくにあたりま

して、一般の住民の方からも道路とかの状況

をお伺いするんですけども、やはり毎日同じ

場所とか市内を回ってらっしゃいますタクシ

ーの運転手さんとか、あとは介護タクシーの

方とかからも、あのあたりのカーブミラー危

ないでとか、あそこの道ちょっと危ないでと

いうこともお聞きするもんですから、そうい

った面でも、やはり地域住民だけじゃなしに、

そこを通っている方々からの情報も大事では

ないかなというふうに思います。 
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 やはり地域住民は、そこの走り慣れた道で

あれば、例えばその先にカーブがあったとし

ても、そのカーブがその先どれだけ曲がって

いるとか、どれだけ狭くなっているとか、ど

れだけの対向車がいつも来るとかということ

は、だいたいの予想がついて走るもんですけ

ども、やはりはじめて走る方とかでしたら、

そのカーブがどれだけのものかということで

は、すごく不安に思うと思います。私もやは

り運転してる側となっては、はじめて走る道

というのはすごく不安に思うところもありま

すので、そういった面で気づく面というのも

あると思いますので、そういった面で、先ほ

ど企画部長からも検討のほうしていくという

ことも言っていただきましたので、ぜひとも

ここ、範囲を広げていただけますよう要望さ

せていただいて、一つ目を終わらせていただ

きたいと思います。 

○議長（石橋英和君）次に、質問項目２、地

域おこし協力隊に関する質問に対する答弁を

求めます。 

 企画部長。 

〔企画部長（北山茂樹君）登壇〕 

○企画部長（北山茂樹君）「地域おこし協力隊

支援事業」の導入についてお答えします。 

 地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年

度から取り組んでいる制度で、都市住民を受

け入れ、地域おこし活動の支援や農林漁業の

応援、住民の生活支援など「地域協力活動」

に従事してもらい、あわせてその定住・定着

を図りながら、地域の活性化に貢献をしても

らう制度です。 

 全国の地域おこし協力隊の導入状況は、議

員おただしのとおり、平成25年度で実施自治

体数が318、隊員数が978人で、和歌山県内を

見ると、新宮市、紀美野町、かつらぎ町、那

智勝浦町で実施され、合計８名の受け入れを

行っております。 

 平成25年度に総務省が行った地域おこし協

力隊の定住状況等アンケートの結果では、全

体の約６割の方が、期間満了後も活動した自

治体等で定住もしくは地域協力活動に従事を

しているという結果が出ています。 

 また、本制度活用による効果については、

地域協力隊の方が受け入れ期間中に就業や起

業し、そのまま定住につながったという事例

や、６次産業化の成功事例もあるようです。

しかし、その一方で、受け入れる行政や住民

の目標、ニーズ、活動内容が具体化されてい

なかったため、地域活性化の活動が十分にで

きていないケースや、活動期間終了までに就

業できず、定住につながらないといった事例

もあります。 

 このように、地域おこし協力隊を受け入れ、

効果的に本制度を活用するには、何より地域

の受け入れニーズの把握や活動内容を明確に

し、また、バックアップ体制などを整えてお

く必要があり、今後研究してまいります。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君、再質問

ありますか。 

 ５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 先ほども部長言っていただいたように、こ

の地域おこし協力隊制度というのは、実は全

国でも広がっております。本年６月に安倍首

相は、この制度の状況を視察した島根県で、

隊員数を今後３年間で3,000人まで増やすと

いうふうな方針を打ち立てています。 

 少子高齢化、人口流出が本市でも深刻な内

容でありますし、政府としても地域に対して

どんどん施策を打っていくという中で、若者

の定住促進に有効的な手だての一つとこれは

考えますけども、そのあたり、制度としてこ

の橋本市にとって、先ほどいろいろニーズと

かありましたけども、制度として受け入れと

しては、この辺の考え方的には橋本市にとっ



 

－65－ 

ては受け入れる内容であるかどうかというの

では、その辺いかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）まず、橋本市がそ

の地域おこし協力隊の地域要件に当てはまる

かということが、まず問題になってきます。

都市部から、都市地域から条件不利地域へ、

地方部ですけども、地方部へ来ていただくと

いうことの中で、橋本市は条件不利地域であ

る半島振興法の適用がなってますので、その

関係で条件不利地域ということになりますの

で、特別交付税の財源措置の対象となるとい

うことが、まず１点です。 

 橋本市がどんなニーズがあるかということ

を、現在調査もしてませんけども、いろんな、

地域おこし協力隊の活動していただく内容と

いうのは、非常に幅広くさまざまな事業に活

動していただけるということがございますの

で、このような調査を行っていくんですけど

も、行うにつけて、やっぱり目的とするのは、

都市部の方がこの橋本市に来ていただいて、

地域おこしに協力するだけでなくて、本来の

趣旨である橋本市に住んでいただく、定住し

ていただくというのが主たる目的でございま

すので、その地域おこし協力隊を募集する前

段から、本市で就業していただく、起業して

いただく、就農していただく、そのことに対

してどういうことを支援していけるかという

こと、それから、橋本市に当然住んでいただ

きますので、その住宅環境整備というんです

か、そのことも種々検討していく必要がある

と。来てから考えるという話ではありません。

３年以内という期間でございますので、その

短い３年以内にそういうことを、それから考

えるという話では無理ですので、やっぱり来

ていただく前に、その辺を十分検討しておく

必要がある。そのことがやっぱり地域おこし

協力隊に来ていただいて、成功につながって

いくんではないかと、かように思っておりま

す。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 先ほど部長からありましたように、この制

度というのは、その地域おこし協力隊に何を

やっていただけるかという目的は、その自治

体自体が自主的に決めることができるという

ことになりますので、何をやってもらうかは

こちら橋本市で決めるんですけども、お隣の

かつらぎ町は農林に関しての支援をやってい

ただくという形ではありますけども、橋本市

にとっては、あてはめれば、もちろん農林業

でも支援もできると思いますけども、何とい

ってもここの地域の中にあります地場産品の

開発、新規事業の開発、販路拡大という意味

であれば、橋本市にはパイル織物という産業、

地場産業があります。ですので、それを使っ

て、もうパイル織物といえば日本一、世界一

の技術を持っているような地域でもあります。 

 しかしながら、それを開発、新規商品、販

路拡大というところにおいては、まだまだそ

の辺に関してはできていないところでもあり

ますので、その辺に対して、例えばファッシ

ョンデザイナーとか、ウエブデザイナーとか

いう面で、農業だけでなしにそういった面で

地域おこし協力隊を活用していくという面で

言えば、農業に関してもそうですし、地場産

業に関してもそうですけども、この辺は経済

部に関することでもあると思いますので、こ

の地域おこし協力隊、お聞きいただいて、経

済部長としては、この辺ニーズ、受け入れ体

制がないかどうかといいましたら、その辺い

かがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）市長の重要施策で

もあります、地場産業振興センターを活用し

て、来年４月から「チーム橋本」として、こ
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の橋本を全国・海外へ売り出していこうとい

う、そういう取り組みを積極的にやってまい

ります。これは行政だけがやるんではなくし

て、商工団体であったり、民間の方であった

り、そういった方と一緒に取り組んでいこう

と考えております。 

 そういう中に、この地域おこし協力隊がど

ういうふうにかかわっていただけるか、今後

検討しながら、国からの助成もありますし、

研究したいと考えております。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。 

 そうなんですね。ここはやはりニーズ、受

け入れ体制は私はあると思います。６次産業、

これ、市長言われておりますけども、このパ

イル織物、新規商品開発、この後、１番議員

からの質問もあると思いますけども、やはり

地域産業の地場産業の発展という意味では、

この地域おこし協力隊を使って、そういった

いわゆる力のある方を呼んでくるということ

にとっては、すごくいい方法じゃないかなと

いうふうにも考えます。 

 少し、ちょっと紹介をさせていただきます

と、地域おこし協力隊ではないんですけども、

徳島県の北部に神山町という人口6,000人の

まちがあります。こういった本にもなったま

ちではありますけども、平地の少ない山地で

ありまして、高齢化率も40％を超える過疎の

町ですけども、今、このまちではＩＴ企業な

どの進出が相次いで、若い人たちがどんどん

どんどんといいますか、若い人たちの移住が

増えているということであります。 

 ここで、なぜ増えているのかというと、Ｎ

ＰＯ法人が移住希望者に対して空き家の情報

などを提供しているわけなんですけども、希

望者は誰でも移住できるわけではなしに、こ

のＮＰＯ法人が移住希望者を逆指名できるよ

うなシステムをとっています。 

 といいますのも、この神山町というところ

は山でもありますし、そこのまちには、まあ

言えば仕事がないわけです。ですので、そこ

に住んでもらうというのは、その思いだけで

はなしに、手に職を持った職人をここに、古

民家に住んでもらうようにもっていってるわ

けなんですね。で、手に職を持った職人であ

れば、どこで住んでも生活には気にせず住め

るということでありまして、ここに住んでい

るのはアーティストやクリエイターや、あと

パン屋さんとかカフェをやっている方とか、

あとお医者さんとかも、この神山に定住をし

てきているということであります。 

 もっとも、ここに住んでいる方というのは、

その制度というよりもこの神山という地域が

好きで、その地域の住民の方々が、すごくそ

ういったほかから来ている方を受け入れてい

るということもありまして、住みついていた

だいている、移住していただいている、定住

していただいているということになると思い

ます。 

 ですので、先ほども部長言いましたように、

もう財源措置はあるわけです。いつも悩むの

は、我々もこうやって質問するときには、財

源措置と言われる、いつもこう逼迫した財政

の中でということを言われますが、ここでは

財政措置は国としてやってくれるわけですし、

あとはこちらの思いといいますか、ニーズに

対してしっかりと調査すれば、必ず橋本市に

とってもプラスになる制度であると思います。 

 先ほども言いましたように、地域おこし協

力隊を、１年以上３年という期限が決まって

おりますので、そこで起業していただいて、

定住していただくというのは大変苦労が多い

とは思います。３年間で定住していただくに

は。だからといって、この支援策を、制度を

導入するのを諦めるのではなくて、どうこの
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制度を使って定住につなげていけるか。ニー

ズは、私は考えればあると思いますので、そ

ういったニーズをどうつかんでいただけるか、

行政としても知恵を絞っていただきたいとい

うふうにも思います。 

 ですので、副市長がよく、いらっしゃいま

すので、上杉鷹山の話もありますけども、本

当に鷹山自身やったのが、節約と人材を呼ん

できたということでありました。ですので、

米沢織という有名な織物は京都から職人を呼

んできて、そういう地域の産業をつくったと

いうこともありまして、そういった面もご存

じやと思いますので、優秀な人材は私はどん

どん呼んでくるべきといいますか、そこにし

っかりと財源措置をしていくべきだと思いま

す。 

 ですので、そういった面も踏まえて、ぜひ

ともここは次の、来年度には、この地域おこ

し協力隊を使って人材募集していける方向で

考えていただければと思います。 

 最後に一言、その辺の思いがあれば、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（森川嘉久君）神山町の、これは地

域おこし協力隊ではないようでございますけ

ども、成功例も聞かせていただきましたので、

橋本市に合った、来ていただくためには橋本

市のほうもやっぱり魅力がないと、そういう

方に来ていただけないということもあります

ので、その条件整備も含めまして、一度しっ

かりと考えさせていただきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君の一般質

問は終わりました。 

 

                                           

 


